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●研究内容

女性が、出産休業・育児休業を経て復職し、働き続
けるケースが増えている。男性育休の取得を推進する
動きも活発だ。女性に限らず、産休・育休から復職し
て働く人は、復職後順調にキャリアを伸ばすことがで
きているだろうか。
本研究が注目するのは、復職者の人事評価の適正さ

である。育児や介護をしつつ働く人は、長時間労働、
出張、急な業務への対応が困難である。そのために、
定型的な業務を任され、キャリアアップが停滞してい
ることはないだろうか。短時間勤務をする復職者は、
それだけで、低い人事評価がなされていないだろうか。
上記のような問題意識のもと、本研究は、左記のよ

うなワークショップを行い、当事者（復職者とその上
司）の現状についてデータを収集し、この問題を解決
する方法を提案する。
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産休・育休からの復職者の
マネジメント

産休・育休からの復職者のための人事評価制度
の研究

●特徴

産休・育休取得者、人事評価、目標管理、D&I（ダイバーシティ＆インクルージョン）
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研究詳細のＵＲＬ：
Http://www.kwansei-ac.jp/iba/wpa/workshop.html
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